
て
入
校
式
を
行
い
、
1
1
H
の
入
学
式
か
ら
新
校
舎
で
新
し

ぃ
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
．

闘
校
西
側
の
同
じ
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に
廷
設
さ
れ
る
九

大
学
ぼ
大
学
院
も
、
5
4
年
扱
か
ら
薗
さ
出
し
ま
す
．

ト

4
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.
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.
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.
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.
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.
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~
真

0
は
大
谷
小
学
校
0
は
春
日
凸
校

う
れ
し
い
新
校
舎

市
立
大
谷
小
学
校

こ
の
4
月
か
ら
、
8
番
目
の
市
立
大
谷
小
学
校
が
小

地
区
大
南
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
西
関
に
開
校
さ
れ

ま
し
た
．

ま
た
．
祁
日
原
米
年
基
地
薗
地
に
新
設
の
凩
立
春
日
宮

守
学
校
し3
月
8
日
．
福
岡
市
の
仮
校
舎
か
ら
引
っ
越
し

県
立
春
日
高
等
学
校

"IIlmp-ー-991IIIIU•——•心UIIIIIl•←——•叫IIInu----.."’.-..····-

｛
内
和
五
＋1
I
)
$
-
a
十
月
問
一
q

l 春日市民のこ

た
が
い
に
助
け
合
し

福
祉
の
ま
ら
を
つ
く
り

し
ょ
う

希
望
と

一
、
教

を
た
か
め

心
翌
か
な
ま
ら
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

催
性
あ
る

一
、
数
か
な
緑
と
人
の
和
あ
ふ
れ
る

文
化
の
ま
ら
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

とば l

わ
た
く
し
た
ち
は

い
つ
ま
で
も
若
い
春
日
市
を
ね
が
い

歴
史
と
伝
統
を
守
り

次
の
こ
と
ば
を
定
め
ま
す
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市 靱 カ、 す が 昭和臼年 5 月l5 日 (2} 

行
政
相
餃
委
員
に
松
尾
さ
ん

石
井
晃
行
政
相
談
委
員
に
代
っ
て
、
松

昼
ハ
郎
氏
が
4

月
1

日
か
ら
新
し
く
行
政

相
談
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
貝
と
は
、
田
か
ら
委
繋
さ

れ
て
、
常
時
住
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
悟

の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
に
当
っ
て
お

ら
れ
る
方
で
す
。
市
役
所
で
も2
ヵ
月
に

一
回
程
度
、
定
期
相
談
日
を
設
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
行
政
に
関
し
、
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
新
行
政
相
談
委
貝

松
尾
六
郎
霊
油
ー

2
2
2
6

春
日
市
大
字
下
白
水
1
0
3
番
地

54年度の 地 区世話人 と

町内公民館長さん決まる
54年度の地区祉話人が決まり、 4 月 27 日危谷市長から地

区世話人委嘱の辞令が世話人に渡されました。また、新年

度のfllJ内公民館長も下表のように決まりました。

町内公民館長氏名表

地区 I 氏 名 I 住 所 l 霊 話

上白水 糸山黄金 上白水494 (501)3316 

下白水

東弥永 佐藤邦彦 東弥永310 (585)9340 

西弥永 原 満二 西弥永162 (591)0叫

白水池 松本勝利 上臼水170の410 (501)2724 

昇 町 中鳩秀一· 下白水728の2 (591)1454 

小 倉 下田宣男 小含688の119 (591)2228 

竹ケ本 内田邦諺 小含1印3の1 (501)7100 

大~和町 小柳藤夫 大和町 2 丁目21の1 (585)5352 

須 玖 関戸且祉宦 須玖1373の1 (581)1707 

桜ケ丘 相川 狂. 須玖1058の6 (501)7467 

岡 本

日の出町 村下信男| 日の出町 2 丁目 2 (585)5576 

欽修 亀谷 正須玖1156の812 (581)0453 

若草 桝田寛仁須玖891若草住宅453 (585)6273 

春日台 野田義腐 春日台26 (591)5259 

松ケ丘

惣 利 井浦五郎 春日1387の81 (595)1036 

春 日 宮石武雄 春日 1205 (591)6細

紅葉ケ丘 井上荒国 春日1603の317 {501)4240 

ちくし台 蛍宮秀雄 春日1531の180 {501)1573 

若葉台 揺山留男 春日1560の247 (581)8933 

宝 町 高烏八州男 伯玄町 2 丁目45の1 (591)0459 

光 町 菊池隆徳 光町 3 丁目2 (581)4140 

千歳町 秋本利雄 千歳町 1 丁目63 (581)心70

春日原 宗野骸臣 春日原北町1-3-10 (581)3659 

春日原南 坂井春男 春日原南町2-18-3 (585)認32

徳 府 竹永槌二郎 春日 4泥の4 , (591)3246 

地区世話人氏名表

地区名 1 氏 名 I 住 所 I 電 話

岡 本 村田利馬 岡本昭 4 丁目32 (591)7274 

春 日 白水敬助 原町 2 丁目33の5

春日台 山本里忠 須玖S36の9 (581沿838

春日原

容日原南 本田義信 春日原南町 3 丁目認 '.581)4050 

上白＊ 谷 一夫 上臼水809の2 '.591)7984 

欽 修 名城親郎 須玖1156市営住宅921 (585)8943 

小 宮 松属茂作 小含1妬3 く591)4 065

桜ケ丘 宮永韮忘 日の出町 1丁目 17 (571)3785 

下白水 北原安夫 下白水1637の1 (591)7146 

白水池 津留崎啓史 上白水170の209 •'.582)2558 

須 玖 高田 来 須玖1974の1 (501)5083 

惣 利 安藤和夫 春131605の157 ,:595)0543 

宝 町 野田 昇 宝町 3 丁目5 (591)6561 

竹ケ本 平塚 勲 小含1566の2 (591)5118 

ちくし台 飯田 弘 春日 1531の315 (581)9637 

干歳町 柴本 保 千歳町 l丁目 34 (581)的24

徳 府 太田竪治 春日497の7 (581)邸11

西弥，t 回田光尚 下白水1563の162 I:581)認43

昇 町 松尾六郎 下白水703 (591)2226 

光 町 裔木金蔵 光町 2 丁目108 (501)9208 

東弥永 林田 i呆行 下白水1454の75 (581)2424 

日の出町 臼井蔀雄 日の出町 2 丁目 73 (585}4碑

松ケ丘 松本師雄 松ケ丘 2丁目 23の5 (595)0075 

紅葉ケ丘 山下 功 春日 1571の190 (591)5445 

大和町

若草 村上成一 小須玖含18市809営1の住2宅5 421 
(582)5761 

若葉台 船越藤次郎 I (581)7595 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

0
期
日

6

月
1

日
（
金
）
か
ら

8

月
2
1
1
日
（
金
）
ま
で

。
＾
歪
知
市
民
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス

n
ー
ト

0
対
象
春
日
市
に
居
住
す
る
初
心
者

0
時
間
午
前

1
0時
か
ら
1
2時
ま
で

0
募
祭
人
貝

3
0名
（
先
岩
順
）

0
申
し
込
み
宮
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名

・
年
・
職
業
・
閉
話
番
号
を
記
入
の

上
、
春
日
市
大
字
小
倉
団
の
1
市
民
—
ム

ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
i
ま
で
郵
送
の
こ
と

※
ス
ボ
ー
ツ
安
全
偽
宙
保
険

(
3
1
0

円
）
に

加
入
し
ラ
ケ
ッ
ト
等
阻
人
用
具
は
各
自

で
準
儲
す
る
こ
と
。
な
お
、
詳
細
は
春
日

市
教
育
委
貝
会
社
会
体
育
課
定(
5
1
1
)
3

2
3
4

ま
で
閻
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
C

◇
大
会
行
事
お
知
ら
せ

第
2

回
少
年
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

(
5

月
1
3
.
2
0
日
）
第
9

回
全
国
マ
マ
さ
ん
パ

レ
ー
ポ
ー
ル
春
日
市
予
選
(
5
月

1
3日
）

第
1
5回
剣
聖
旗
争
奪
剣
道
大
会
(
5月
2
0

日
）
第
7

回
市
長
杯
か
森
パ
レ
ー
ポ
ー
ル

大
会

(
5月
切
日
）
第
4

回
会
長
杯
争
奪

市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
5月
切
日
）
第
2

回

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
(
6
月

3
.
1
0

E
)
第
4
回
男
子
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
選
手
権

大
ウ
心
宕
月
3

日
）
第
3

回
親
菩
卓
球
大

会

(
6
月
3
E
l
)
1
1以上
い
ず
れ
も
日
咽

福
岡
県
警
察
官
を
募
集

・
人
貝
旧
名

(
9
月
以
降
採
用
予
定
）

・
受
験
資
格
昭
和

2
6年
4

月
2
E

か
ら

同
3
6年
4

月
1

日
ま
で
に
出
生
の
男
子

．
申
込
み
期
閥
5

月
1
8日
（
金
）
ま
で

・
試
験
第
1

次
6

月
3

日

※
試
験
掲
（
椙
岡
市
）
そ
の
他
の
問
い

合
わ
せ
は
筑
紫
野
苔
泰
菩
睾
0
9
2
9

2
1

③
3
1
3
1

へ
。



3）一 紹和a年 5月 15日 市躙

度 0 千 にめ所年が
詳の 0 円な改‘得度通

瓢＾し拉円＾ h 正奴隋の常
51ll い率＾ I :さは屑国国税
ーこ~ 1 人／ii i1.課閥民会法
1 とg阻↓：：柑出税の健での
1 は 知つ割し顎公殷成一
3‘ をにさ 6 たが平保立部
1 市屈つー． • I9 な険しを
に役えき平 5 万税税た改
お所匡ー等％ 円負はの正

-§毘！は 9 塁 も｀嬰五は：
毎し和 " 22 図保＼、法

ぉgた塁t" 屑念喜 a‘ g

か ’ 
国
民
健
原
保
険

の
｀
一
に
つ
い
て

•-m-9 

... ム

.
1
-
r
-
·
·
'

i
モ
9
9
’

霰
近
、
多
く
の
国
類
の
っ
卜

と
し
て
飼
わ
れ
て
い
ま
す
ら
の

鋤
物
に
よ
る
人
身
市
故
が
生
し

て
い
よ
す
．

・
一
の
よ
う
な
事
故
を
駅
止
た
め
に

唇
の
週
正
な
罰
い
ガ
な
ど
め
た
、

禍
口
県
鉛
紛
保
護
竹
塁
例
月

l
B

か
ら
麗
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。 ヘ

ッ
ト
飼
育
に
ル
ー
ル

編
岡
県
動
物
保
護

＿
＿
管
理
条
例
を
施
行ま協の商纂統計蒻査にご協力

す力阻
°く要絶の て業に

念
いごあに‘tu 営＇ば

$ ＾うたんれはす与な
虹おだのる屈·資＜
興瞑きでこ鯰 料~礎方
g }‘-‘ヨ占な と各只公

と し企科共せ の
発

寂
で
発
育
状

、
水
を
与

．
烏
5
.
I
t
虫

る
こ
と
の
な
＂

膏
い
鳥
ハ
ガ
キ
葦
し
あ
げ

i

r
2
魯
コ
日
間
に
ち
な
ん

「
廿
い
且
」
は
が
き
を1
人
2
0
W
g
叫
料

で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
由
し
込
み
は
印
か
ん

．
身
笞
者
手
畷
を
持
参
の
上
、
も
よ

り
の
画
便
局
で
．
対
象
者
は
、
4

月
1

日

現
在
濶
6

栽
以
上
で
、
身
体
障
苔
者
手
帳

l
．
二
級
を
打
っ
て
い
る
人
。
期
間
は
5

月
3
1
日
ま
で
．
代
団
で
も
結
椙
で
す
．

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の受
を

・
期
B
6

月
1
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月
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毎
退
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あ
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ポ
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の
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3
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名 す

（今月が納期です）
•• 
定資産税

市計画税

＜第 1

＜第 1 期＞

閲定資匹税．都市計画税の納糾

は、本仰こ限り第 1 期を 1 ヵ月ぬり

下If、 5 月 16日から月末までとなり

I 

▽
対
象
と
な
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が
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る
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窟
（
ワ
そ
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飼
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の
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饂
嚢
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▽
動
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養
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い
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は
、
人
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危
害
を
加
え
、
ま

①
動
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の
習
性
に
合
っ
た
た
、
逃
げ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
常
に

況
等
に
応
じ
て
逃
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に
さ
く
•
お
り
•
そ
の
他
の
囲
い
の
中
で
勘

え
る
こ
と
。
杓
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董
し
、
主
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は
．
鎖
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定
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せ
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こ
の
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門
の
匹
昂
に
違
反
し
た
悶
に

は
f
l
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の
遍
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け
ま
す
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1
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定
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に
な
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第
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切
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よ
す
。
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室
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日
“
I
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l
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対
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底
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人
3
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名
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申
し
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み
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に
住
所

氏
名
・
年
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号
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し
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月
7
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ま
で
に
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犀
国
の
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月
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日
1
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月
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I
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1
0時
ー
1
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市
出
ス
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ー
ツ

.
J
カ
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球

者
募
集

5 月の水道修理当番店

16日（水）山本段謂 (581)7127 

17日（木）三慣茫翠 09292(3)1414

]8日（金）大閾産 (565)5981 

19日（上）祖井骰儲的295(2)お18

20日（日）大洋直会 (581)(!!25 

ね日（月1 宮本官エ社 （認l}uu

22BW 下河庄会 (596)4釦

23日（水）日宏紅会 （531)7逗

24日（木松永空国 （団）5993

おB( 日本パイプクレンズ
(501) 

幻8(..t)平田臣溝 09295(2)

”口 (n）古竹殺燿 (501)011 

ぉu （月）三井設ほ (581)607」

298 （火）安永商会 (501)1621 

30日（水）筑紫商会 （図1)0祁6
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/I 12日

（火）

”闊 l
”14 日

（木）

”畠 l

5

月
と

6

月
の
一
＿
一
種
混
合
予
防
接
揺

C
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
侮
風
]


の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

G対
象
年
齢
〕
1

期
は
生
後
2
4ヵ
月
か
ら

生
後
4
8ヵ
月
に
至
る
期
閾
、
2

期
は
l

期

完
了
後
1
2ヵ
月
か
ら

1
8ヵ
月
に
至
る
期
閻

公
接
匪
回
数
〕1
期
の
人
は
3
?
s

週
間

隔
で
3

固
、
2

期
の
人
は
l

回

〔
料
金
〕
無
糾
し

c必
要
な
も
の
〕
母
子
健
麒
手
匝
と
印
鑑

※
一
一
種
漉
合
の
予
防
接
稲
も
同
時
に
哭

受
付
時
間

叶
叫
□頭
[
`
餅
ー

1
6日
采
）
一
市
役
所
西
別
館
ー

1
一
階

6
月
5
日
$
ハ
)
-
m
5噌
館

6

日

9
竺
市
窒
堕
四
刈
星
一
階

~
 

2
9日
全
H
)
市
役
所
西
別
館
i
＿
一
階

午
後
2

時
ー
3

時
3
0分
ま
で

施
し
て
い
ま
す

C
-

日本脳炎予防接種の日程

日

会 垢

公戻館,,. 

日
太
縞
炎
の
予
防
接
租
を
次
の

E

程
で

実
胞
し
ま
す
。
接
粒
を
希
望
さ
れ
る
ガ

は
、
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ

、

C

し

日
本
脳
炎
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
病
気

で
、
発
病
す
る
と
高
熱
を
出
し
｀
頭
痛
・

吐
き
気
・
思
識
倅
吉
な
ど
を
伴
い
、
軽
く

春日原— II'
春日と'_'_II'

I/ 

I" 

日
本
脳
炎
の
一

一
予
防
接
種

”19 日 1 中I 央
（火｝上臼水

須
宜

II 却日

（水l
玖
町

II' 

が

下白水
らくし台

“21 日
（木）

””— 

“翌 I 貨
筑黎胆協春El支店
研條所（市役所前）

町
本

が
“

6 月 29 日（金）

受付時問 午後 2 時から 3 時初分まで

て
も
後
追
症
が
残
り
、
ひ
ど
い
と
蓉
に

は
、
死
亡
す
る
こ
と
も
多
い
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
予
防
接
種
を
受
け
る

と
と
も
に
、
栄
養
を
じ
ゅ
う
分
に
取
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
今
年
の
保
健
予
粗
で
は

多
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で

『

OT
 

G
刈
象
者
〕3
歳
以
上
の
人

〔
受
け
方
〕
初
回
免
疫I
I
は
じ
め
て
の
年

に
ー
ー
2

辿
刷
の
個
同
で
2

回
接
種
を
受

け
る
。
追
加
免
疫
1
1

初
回
免
疫
終
了
後
、

翌
年
1

回
接
稲
を
受
け
る
。
こ
れ
で
基
礎

免
疫
が
で
き
ま
す
の
で
そ
の
後
は
3

年
に

1

回
程
度
接
罹
を
受
け
て
く
だ
さ
い

a

〔
料
金
〕
頷
料

※
中
学
生
以
下
の
人
の
接
理
は
、
必
ず

印
鎚
を
持
参
の
う
え
、
保
渡
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
診
上
の
注
意
接
匪
前
1
3
は
入
浴

し
、
当
日
は
消
潔
な
膚
葉
を
若
用
し
て
く

だ
さ
兄
▽
挙
前
に
家
庭
で
体
温
を
測
っ

て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。
▽
病
気
に
か

竺
て
い
る
人
は
｀
事
前
に
医
師

0
珍
察

を
受
け
て
く
だ
さ
いD

◇
接
種
で
き
な
い
人

種
―
は
し
か
の
予
防
接
種
が

今
年
の
1

月
か
ら
行
わ
れ

接
い
て
い
ま
す
a
受
診
で
き
る

防
さ
医
療
機
関
は
下
の
表
の
と

予
だ
お
り
で
す
。

< の
て
〔
羞
者
〕
生
後1

3ヵ
月

A

か
ら

7
2ヵ
月
に
至
る
期
闇

ー
の
人
＂
た
だ
し
、
生
後

1
8

カ
ナ

ヵ
月
か
ら
3
5ヵ
月
に
至
る

し
受

i
期
間
が
望
ま
し
い
。

ま
一

は
受
診
時
に
必
要
な
も
の
〕
母
子
碇
瞑
手
―

帳
と
印
鑑

G接
種
料
金
〕
生
後
1
8ヵ
月
か
ら
3
6ヵ
月

に
至
る
期
個
の
人
廿
2
5
0
0

円

た
だ
し
、
保
袈
者
の
市
民
税
が
均
等
割

額
の
み
か
非
課
税
の
垢
合
、
ま
た
は
保
股

者
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
は
無

料
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
商
生
課
に
お
問

じ
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
受
診
日
〕
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

発
熱
し
て
い
た

はしか予防接種実施の医療機関名

医療機関 1 電話番号 l 百 在 地

秋山内科医院 581-9232 大和町 2 丁目14番埠の 2

J::田内科医院 591-5963 伯玄lllJ 1 丁目 2番珀

表 医 院 501-5300 春日原北町 3 丁目63番地の 1

器多山 I]ヽ児科医院 581-0531 小兌路8番地·

四 宮 医 院 581-1314- 春日原北町3 丁目 1 番地

須古外科医院 581-0088 須1224番地

宮橋クりニック so1-n34. 須玖1381番地の 1

武 末 内 科 581-8050 須玖95窄地の 1

内 癖 医 院 591-8887 下は水153躇t地の47

永 井 医 院 581-1111 岡本町 5 丁目27番地の 2

新甫診療所 581-4562 下白水742番埴の 6

樋 口 医 院 581-0050 伯玄町 2 丁目 3 番地

春 El 廊診疫所 581-0174 千歳町 1 丁目27番地

森 國 医 院 571-3373 春日 1531番地の272

)\ 悉 医 院 甜1-0028 春日原東町 3 丁目35番地

横 ILi I]ヽ児科医旅 581-1203 春日原東潤·3T 目 36番地

吉 本 医 院 591-0512 下白水15郎番地の213

り
、
ひ
ど
い
栄
蓑
監
害
の
あ
る
人
・
心

臓
、
じ
ん
臓
｀
肝
臓
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
人
・
予
防
接
稲
を
受
け
て
異
常
な
副
反

応
が
あ
っ
た
人
・
今
ま
で
に
け
い
れ
ん

（
ひ
き
つ
け
）
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

人
（
三
混
、
は
し
か
）
ま
た
は
、

1

年
以

内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

人
｛
二
抵
、
1
3脳
）
：
~
ヵ
月
以
内
に
生

ワ
ク
チ
ン
（
は
し
か
、
小
児
マ
ヒ
等
）
の

接
稲
を
、
ま
た
は
1

週
間
以
円
に
不
活
化

ワ
ク
チ
ン

(
1
1
一
混
、
日
脳
等
『
）
の
接
種
を

受
け
た
人
•
そ
の
他
予
防
接
種
が
不
造
当

な
人

盆
菊
生
課
）

ま
す
の
で
事
前
に
受
け
よ
う
と
す
る
医
療

機
関
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
いd

5

月
四
日
る
水
曜
日
）

午
後
1

時
3
0分
t
3

時

ふ
如
所
市
役
所
西
別
釦
3

羅
訃
簑
痘

ー
・
内
容
身
体
測
定
と
健
床
相
談

※
乳
児
検
診
を
交
け
ら
れ
な
か
っ
た
万

身
体
測
定
だ
け
の
方
も
お
い
で
く
だ
さ

、
ウ

L
u
 

岱
晃
止
〕
市
報5
月
1
E

号
1

百
「
春
旧

市
信
幻
年
の
歩
み
」
の
記
事
の
な
か
で

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
総
工
費
1

億
2

千

万
円
が
1
2億
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
日
時

念
箆
諌
）

乳
幼
児
と
母
の
健
康
相
該


